
内　　　　容
 製品名 ハイブリッド パワーコンディショナ クーラー
製品型式 HCP1701DS( 耐重塩害 )

電源仕様 3 φ -200V、50/60Hz

PCS 向け
冷却条件時

冷房能力 ( 顕熱） ※ 1 17kW

定格消費電力 3.3kW

COP 5.15

低温暖房能力※ 1 4.6kW

消費電力 2.6kW

COP 1.77

蓄電池向け
冷却条件時

冷房能力 ( 顕熱） ※ 1 11kW

定格消費電力 3.8kW

COP 2.89

低温暖房能力※ 1 4.3kW

消費電力 4.5kW

COP 0.96

ユニット体格 1122.2W × 1030.5D × 1975.4H

製品質量 335kg ( 本体のみ )

安全に関するご注意

●このカタログの内容は、2024 年 2 月現在のものです。●製品の外観・仕様は予告なく変更される場合があります。●製品の色は印刷の関係で実際とは異なる場合があります。

●お問い合わせは ･･･

熱ソリューション機器 /2024.02

大型ハイブリッドパワーコンディショナークーラー（HPC）
Hybr id  power  condit ioner  coo ler

■本製品の使用対象について
・このカタログに記載のクーラーは、パワーコンディショナー等の機器排熱を除去するための専用装置です。
・食品、動植物、美術品等の保存等の特殊用途には使用しないでください。品質低下等の原因になることがあります。
・車両、船舶の空調用途としては使用しないでください。水漏れ、感電等の原因になります。

■ご使用に際して
・ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みのうえ正しくご使用ください。

■据付に際して
・据付は、販売店または専門業者に依頼してください。ご自分で据付工事をされ、万一不備があると、水漏れや感電、火災の原因になります。
・小型局舎に据付ける場合は、冷媒漏洩時の限界濃度を越えない対策が必要です。本製品に使用している冷媒は、それ自体は無毒・不燃性の安全な冷媒ですが、

万一室内に冷媒が漏れた場合、その濃度が許容値を越えるような局舎では、窒息等の危険がありますので、許容値を越えない対策が必要です。
■ご使用場所について

・可燃性ガスの漏れる恐れや引火物のあるところへは据付けないでください。可燃性ガスの発生、流入、滞留の恐れのある場所やカーボン繊維が浮遊する場所では
火災の原因になることがあります。

・油、蒸気、腐食性ガス（硫黄系ガス、酸、アルカリ、アンモニア等）の多いところでは使用しないでください。そのような環境で使用すると、著しい性能の低下
や熱交換器等の腐食による冷媒漏れ、水漏れ等の故障、および感電、火災等の原因になります。

42702S-001-00  42 ｰ 5B

発売元

製造元

本社東京オフィス
〒 150-0046 東京都渋谷区松濤 2-15-13 デンソー渋谷ビル

〒 448-8661 愛知県刈谷市昭和町 1-1

エンクロージャー内に収納された PCS、蓄電池、トランスなどの
温度管理にご使用いただいております。
寒冷地でも使用いただいております。

※ 1 JIS B 8615-2 にて規定された冷房能力試験条件に準じ、標準設置状態で外気温度と弊社既定のユニット吸込温度
条件にて運転した場合の能力の目安です。
＜ PCS 向け用途＞ 冷房能力：外気 35℃、 ユニット吸込 50℃、低温暖房能力：外気 -20℃、ユニット吸込 0℃
＜蓄電池向け用途＞ 冷房能力：外気 35℃、 ユニット吸込 34℃、低温暖房能力：外気 -20℃、ユニット吸込 23℃

製品仕様
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PCS 向け

PCS 向け

PCS 向け

蓄電池向け

蓄電池向け

多穴チューブを適切なサイズにし、
沸騰・凝縮性能を高めています。

（従来型熱交換器比：20 〜 50％ UP）

コルゲートフィンは微細加工によって
ルーバー（立体的な切り起こし）を
施し、小さな伝熱面積で効率的な熱
交換が可能です。

コルゲートフィンで冷却
能力アップ

多穴微細チューブにより冷媒の
沸騰・凝縮性能を効率化
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高性能化ポイント

設置時期：2020 年 12 月
設置場所：栃木県宇都宮市
事業者名：株式会社大林クリーンエナジー様
( 宇都宮下田原太陽光発電所 )
発電容量：5,500kW(HPC クーラー 12 台設置 )

設置時期：2020 年 3 月
設置場所：三重県某発電所（※評価試験設置）

設置時期：2019 年 3 月
設置場所：北海道白糠郡白糠町
事業者名：株式会社ユーラステクニカルサービス様
( ユーラス白糠ソーラーパーク )
発電容量：30,000kW(HPC クーラー 90 台設置 )

設置時期：2020 年 8 月
設置場所：新潟県某発電所

設置時期：2015 年 12 月
設置場所：北海道足寄郡陸別町
事業者名：株式会社陸別ソーラーマネジメント様 ( 陸別太陽光発電所 )
発電容量：1,000kW(HPC クーラー 4 台設置 )

設置場所：北海道某発電所

太陽光 PCS( 大型）

導入実績
太陽光 PCS( 大型） 太陽光 PCSトランスキュービクル ( 大型） 太陽光 PCS 蓄電池

PCS（パワーコンディショナー）と蓄電池の温度管理を中心に、
多彩な用途でご使用いただいております導入メリット 特長

冷却の仕組み

沸騰冷却の仕組み　

極低外気温でも冷房可能。

圧倒的な省エネで売電収入アップ　　　

稼働時間大幅低減で長寿命化に貢献

スペースの有効活用

ハイブリッド運転により、空調機
の消費電力を大幅低減。自己消費
を減らすことで売電収入アップ

室外機一体型クーラーと沸騰冷却
システムを組み合わせることで、ク
ーラーのコンプレッサ稼働時間を
低減。従来型パッケージエアコン
に対し長寿命化に貢献しています。

一体型のため、エンクロージャ内の
スペースを最大限に有効利用可能。

※風の強い地域の為、防風板をご採用頂きました。 ※豪雪地域の為、防雪フードをご採用頂きました。 ※豪雪地域の為、防雪フードをご採用頂きました。

メリット01

メリット02

メリット03

※推奨メンテナンスと定期部品交換は必要となります。
※使用用途・使用環境により異なります。

※従来型パッケージエアコンで必要であった室内機スペースが不要です

室内機設置のため、
エンクロージャを
大きくする必要あり

従来型パッケージエアコン比▲ 60% ～ 80%
※使用環境により変動いたしますため、省エネ効果を保証す
るものではございません。

北海道釧路地区発電所での PCS 用途の実測結果
( 測定期間：2017 年 4 月 1 日〜 2018 年 3 月 31 日 )

北海道釧路地区発電所での PCS 用途の実測結果
( 測定期間：2017 年 4 月 1 日〜 2018 年 3 月 31 日 )

※ 1MW 局舎での空調消費電力分  ※実証事例のためお客様の局舎環境により異なります。

※実証事例のためお客様の局舎環境により異なります。
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